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R由um6.

1nordertoknowtheeffectivecontrblmeasure(if

theFarEasternurtiGltingmoth,EupyociisPava

Bremer.thisstudywascarriedoutfortwoyears

extendingfrD血1958to1959. l

Forth9larvathe contactiilSeCticides such

as.thepowlde_rsDf-BHC,DDT.lNicotine-BHC,

Ni00tine-DDT,Malathion. EPN.Endrin-Were

veryeffectiveaswellastheemulsionsofBHC.

EPNandMala也ion. Thestomad poisonssud

asPb-arsenate,Ca･arsenatewereconsiderablyeEf･

ective.

Fortheadultmoththelighttrapmethodusing

触orescentlamp.(3･500Å)washigh,1yeffective･
although theblue触or去centlamp(4,000-4,300Å)

wasconsiderably. Thenumt光rOfthemaleadults

且ightto,thelight,trapwere.abundantthanthe

femalesuntilthetimeofthepeak.ofe血ergerlCe

though afterwardsthefemalesw早renumerOuS･

.Thenightoftheadultmothsto,thelighttrap
werereinarkabledur;ng213hoursaLterthesunset

andtheresponseoftheunovipositedfemaleswere

veryrelnarkableingeneral.

珍

ペーパークロマ トグラフィーによる昆虫

体柚的物中の殺虫剤の予備精製

J.J.Mepn,M･E･EldefTawi,and,H･T･Cordon;
PrechromatographicPuri丘ationofhsecticides
fromInsectTissueExtracts.J.Agr.FoodChem.
lP,41(1960)

昆虫の殺虫剤代謝の研兜にペーパークpマt'グラフ

イ′-が用いられているが,昆虫体のアセ-トン抽出物中

には多重の額脂質がふくまれていて,このものはロ紙

を汚し,そポットの不明瞭や,分離の不完全,文はFf

位の変動等の原因となる.それでこれらの妨召物を除

く必要があるが帯媒としてアセトニトリル~を用い,予

備約のベーパ-クロマトグラフィ-を行うと良い事が

■分った.

まず 500二600mgの昆虫体を5mlのアセトンと混

合し,水を除いた後遠心分離し,上野紋を窒素ガス中

で 30-50FLlに浪縮し,キャビラ.)-を用いて先端を

･細くした長さ2.5インチ巾1インチのロ紙(Whathan

No.4)の原点に滴下し,-その上に NIN'-dimethyl-
♪-トnaphthy!azoaniline(NDN)-の0.5%ベンゼン溶

紋 lFElを構下する..

展開には上昇法,あるt､は下降法を用いる.′上昇法

は口紅をスライドグラスを用いて垂直に立て,下端を

5-10mlのアセトニト.)ルを入れたど-カー中に浸す.

46

殺虫剤と色素と若干の捌 旨男が上↑移動するが,大部
分の類脂質は原点にとどまる.溶媒はロ紙の先端から

ペ⊥jヾ-クロマートグ'9フイ∵用のストリップに移行す

るが,.これを乾燥し,色素が完垂に移行する患 同改

作を繰返す.下降法は密閉容田中で溶媒を入れたカッ

プに-ロ紙の上粥を浸してつり下げ下端を受宕別こ接続す

る.展開30分後に受群中り搭煤を氾範し,クロマトグ

ラフィー用のストリップ上に滴下する.

以上ゐ方法に依って C14でラづルされた γ耳1位の
DDT,DDE,Systox,Isosystox,Thimet,Sevinの

定立的抽出に成功した.放射性スポットの両群を比較

するJt･アLk.ト三ト1)ルに依って少くとも90%の殺虫
剤は抽出されている-41が分り,一方昆虫体残蹟中には

放射能は検出さ嘩 かった.

また,殺虫剤混合物を予備絹製を行わない抽出物と

共に展開すると.Systox･'IsoLsyst9Xの分離は不可能と
なるがアセトニト])A,に依る予鮒fIJ懲役クローマトグラ

フイ-を行うととれらの物矧ま分離し得る.･この場合

Rf値は対幻クロマトグラフィ･二のそれと比較すると

やや低い位を示すが,これはアセトニトリル可溶の獄

脂質に原因し,原点に4位の色素を加える執 こより補

正し得る.Cordon,に依れば殺虫剤と色素の各スポッ

トの位置の間には相関々係があり,Rf値が大きな変

化を示す場合も一定であるとしている.-(西村界二)
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